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(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

      ３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており 

          ません。 

  

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。 

また、主要な関係会社についても異動はありません。 

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第90期

第１四半期 
連結累計期間

第91期
第１四半期 
連結累計期間

第90期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日 
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 43,191 44,858 178,046

経常利益 (百万円) 677 1,104 2,262

四半期(当期)純利益 (百万円) 335 877 1,269

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 292 1,200 1,889

純資産額 (百万円) 16,964 19,322 18,683

総資産額 (百万円) 84,490 88,171 83,245

１株当たり四半期(当期) 
純利益金額

(円) 3.19 8.35 12.08

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 19.7 21.6 22.1

２ 【事業の内容】
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当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

  なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したも

のであります。  

(1)経営成績の分析  

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州経済の回復の遅れや中国経済を始めとする新興

国経済の減速など懸念要素は残っているものの、新政権による経済財政政策により輸出や個人消費には持

ち直しの傾向が見られ、回復の兆しが見え始めてきました。 

しかしながら水産・食品業界におきましては、原料コストの上昇に加え、政策効果が実体経済に波及す

るまでには至っておらず、消費者の生活防衛意識による節約志向、低価格志向は依然として根強いものが

ありました。 

このような状況のもと当社グループでは、中期経営計画『パワーアップキョクヨー2015』が２年目に入

り、目標達成に向けて取り組んでおります。また市販商品ブランド『シーマルシェ』を発表し、市販商品

を拡大するとともに家庭用冷凍食品マーケットへの参入に向けて準備を進めております。 

当第１四半期連結累計期間における売上高は、448億58百万円(前年同期比3.9％増)、営業利益は10億６

百万円(前年同期比114.5％増)、経常利益は、11億４百万円(前年同期比63.0％増)、四半期純利益は８億

77百万円(前年同期比161.8％増)となりました。 

セグメント別業績は次のとおりです。 

①水産商事セグメント 

水産商事セグメントでは、水産物市況が堅調に推移する中、加工原料の取り扱いに加えて、定塩さけ製

品やえびの剥き身、凍魚加工品などの付加価値製品の拡販に努めました。その結果、売上、利益ともに前

年同期を上回りました。 

この部門の売上高は202億23百万円(前年同期比3.0％増)、営業利益は８億44百万円(前年同期比280.6％

増)となりました。 

第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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②冷凍食品セグメント 

冷凍食品セグメントにおける水産冷凍食品事業では、寿司種を中心とした生食用商品を大手回転すしチ

ェーン向けに、さばを中心とした骨なし切身、焼魚、煮魚などの加熱用商品を医療食や宅配ルート、大手

量販店向けに拡販を行いました。調理冷凍食品事業は、かに風味かまぼこやエビフリッター、畜肉加工品

などを量販店や外食産業向けに販促を図りました。その結果、この部門の売上は前年同期を上回りました

が、円安を含む生産コストの上昇や販売競争の激化により利益は下回りました。 

この部門の売上高は122億70百万円(前年同期比5.6％増)、営業損失は１億38百万円(前年同期は営業利

益18百万円)となりました。 

③常温食品セグメント 

常温食品セグメントでは、主力の水産缶詰や海産物珍味を量販店や大手コンビニルートへの拡販及び新

規商材の開発に努めました。その結果、売上は前年同期を上回ったものの、原料価格の上昇や販売競争激

化により利益は下回りました。 

この部門の売上高は44億34百万円(前年同期比13.8％増)、営業利益は８百万円(前年同期比68.5％減)と

なりました。 

④物流サービスセグメント 

物流サービスセグメントにおける冷蔵倉庫事業では、営業力強化と事業の効率化に努めました。冷蔵運

搬船事業は、大幅にスリム化された船体編成のもと、生産量の回復したバナナ輸送を中心に事業展開を図

りました。その結果、この部門の売上は前年同期を下回ったものの、利益は上回りました。 

この部門の売上高は６億92百万円(前年同期比32.1％減)、営業利益は23百万円(前年同期は営業損失１

億40百万円)となりました。 

⑤鰹・鮪セグメント 

鰹・鮪セグメントにおけるかつお・まぐろ加工及び販売事業は、国内外からの原料を活用した加工品の

販路拡大と在庫水準の適正化を進めました。海外まき網事業は、魚価が堅調に推移したものの、船舶の定

期修繕による操業日数の減少により、漁獲量は減少しました。養殖事業は、順調に水揚げが進み、また品

質に対する評価も高く、堅調に推移しました。その結果、この部門は売上、利益ともに前年同期を上回り

ました。 

この部門の売上高は72億19百万円(前年同期比3.0％増)、営業利益は３億82百万円(前年同期比7.0％増)

となりました。 

(2)財政状態の分析  

当第１四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度末に比べ49億25百万円増加し、881億71百万円

となりました。 

流動資産は、受取手形及び売掛金、たな卸資産が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ43

億50百万円増加し、668億18百万円となりました。固定資産は、有形固定資産、無形固定資産ともに減価

償却により減少したものの、投資有価証券の評価差額などの影響により、前連結会計年度末に比べ５億74

百万円増加し、213億52百万円となりました。 

負債合計は、支払手形及び買掛金、短期借入金が増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べ42

億85百万円増加し、688億48百万円となりました。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ６億39百万円増加し、193億22百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は21.6%(前連結会計年度末比0.5ポイント減)となりました。 
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(3)事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。 

当社は株式会社の支配に関する基本方針として『当社株式の大規模買付行為への対応方針(買収防衛

策)』を定めており、平成23年６月24日開催の第88回定時株主総会において、その内容を一部変更すると

ともに平成26年開催の定時株主総会終結の時まで継続することをご承認いただいております。 

当該方針の概要は下記のとおりです。なお詳細につきましては当社ホームページ掲載の「当社株式の大

規模買付行為への対応方針(買収防衛策)の継続に関するお知らせ」本文をご参照ください。  

(参考ＵＲＬ http://www.kyokuyo.co.jp/ir/pdf/bouei110513.pdf) 

①当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者のあり方に関する基本方針 

上場会社である当社の株式は、株主、投資家の皆様による自由な取引が認められており、当社の株式

に対する大規模買付提案又はこれに類似する行為があった場合においても、一概に否定するものではな

く、最終的には株主の皆様の意思により判断されるべきであると考えております。 

当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方としては、経営の基本理念、企業価値のさま

ざまな源泉、ならびに当社を支えるステークホルダーとの信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひ

いては株主共同の利益を中長期的に確保、向上させる者でなければならないと考えております。 

従いまして、企業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれのある不適切な大規模買付提案また

はこれに類似する行為を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切である

と考えます。 

そのため、当社取締役会は、万一、当社の支配権の移転を伴う大量買付を意図する者が現れた場合

は、買付者に買付の条件ならびに買収した場合の経営方針、事業計画等に関する十分な情報を提供さ

せ、当社取締役会や、必要な場合には株主がその内容を検討し、あるいは当社取締役会が代替案を提案

するための十分な時間を確保することが、最終判断者である株主の皆様に対する当社取締役会の責務で

あると考えております。 

②基本方針の実現に資する取組み 

当社は、上記基本方針に照らし、企業価値ひいては株主共同の利益を向上させるための取組みとし

て、次の施策を実施しております。 

ア.中期経営計画の策定 

当社は、当社の企業価値、株主共同の利益を向上させるため、平成24年度から平成26年度までの３

ヵ年中期経営計画『パワーアップキョクヨー2015』を策定し、『加工戦略』と『グローバル戦略』に

新たに『シナジー戦略』を加えた３つを基本方針として事業展開をしております。 

イ．コーポレート・ガバナンスの強化 

当社は、コーポレート・ガバナンスに関しては、公正な経営を実現することを優先課題としていま

す。取締役会・監査役会・会計監査人など法律上の機能に加え、内部統制機能の強化により経営の透

明性の向上とコンプライアンスを徹底し、経営環境の変化に迅速に対応できる組織体制を構築するこ

とで、コーポレート・ガバナンスの強化に努めております。 

- 5 -



  
③基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止す

る取組み 

当社取締役会は、上記の基本的な考え方に立ち、大規模買付者が取締役会に対して事前に必要かつ十

分な情報提供をし、取締役会による一定の検討時間が経過した後に大規模買付行為を開始するといった

一定のルール(以下「大規模買付ルール」といいます。)を設定し、大規模買付者に対して大規模買付ル

ールの遵守を求めます。 

大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合は原則として対抗措置はとりません。当該買付提案

に応じるか否かは、株主の皆様において、ご判断いただくことになります。但し、買収行為が結果とし

て会社に回復し難い損害をもたらすなど、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうと当

社取締役会が判断する場合には、取締役の善管注意義務に基づき、例外的に対抗措置を取ることがあり

ます。大規模買付者が大規模買付ルールを遵守しなかった場合には、具体的な買付方法の如何にかかわ

らず、対抗措置をとり買収行為に対抗する場合があります。具体的な対抗措置をとることを決定した場

合には、その内容につきまして速やかに開示いたします。 

本プランの有効期限は平成26年６月に開催される定時株主総会となっておりますが、有効期限の満了

前であっても、株主総会あるいは取締役会において本プランを変更、廃止する旨の決議が行われた場合

は、その時点で変更、廃止されるものとします。本プランについて変更、廃止等の決定を行った場合に

は、その内容につきまして速やかに開示いたします。 

本プランにおける対抗措置の発動等の判断に際しては、当社の業務執行から独立している委員で構成

される独立委員会へ諮問し、同委員会の勧告を最大限尊重するものとされています。 

なお、取締役会は、以下の理由から、本プランが基本方針に沿い、当社の企業価値・株主共同の利益

を損なうものではなく、かつ当社経営陣の地位の維持を目的とするものはないと判断しております。 

ア．買収防衛策に関する指針の要件を完全に充足していること 

イ．株主意思を重視するものであること 

ウ．独立性の高い社外者の判断を重視していること 

エ．合理的な客観的要件を設定していること 

オ．独立した外部専門家の意見を取得していること 

カ．デッドハンド型・スローハンド型の買収防衛策ではないこと 

(4)研究開発活動 

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は71百万円であります。 

(5)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し、今後の方針について 

当社グループは企業理念として、人間尊重を経営の基本に、健康で心豊かな生活と食文化に貢献し、社

会とともに成長することを目指しております。その実現のため、水産物を中心とした総合食品会社として

成長するとともに、安心・安全な食品の供給と環境保全を経営の重点課題に掲げております。また、内部

統制システムを整備し企業倫理の徹底、法令の遵守、情報の共有化を進めるとともに、的確な情報開示に

よる透明度の高い事業運営を行うことにより企業価値を高め、社会に貢献してまいります。 

このような状況のもと、当社グループは中期経営計画『パワーアップキョクヨー2015』の２年目を迎

え、引き続き目標達成に向けて取り組んでまいります。 
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

 
  

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 437,000,000

計 437,000,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株) 
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株) 

(平成25年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 109,282,837 109,282,837
東京証券取引所
(市場第１部)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。 
単元株式数は1,000株でありま
す。

計 109,282,837 109,282,837 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

(4) 【ライツプランの内容】

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式 
総数増減数 
(千株)

発行済株式
総数残高 
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金 
増減額 
(百万円)

資本準備金
残高 

(百万円)

平成25年６月30日 ― 109,282 ― 5,664 ― 742

(6) 【大株主の状況】
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   平成25年３月31日現在 

 
(注) 1.上記「完全議決権株式(その他)」の中には、証券保管振替機構名義の株式が12,000株(議決権12個) 

 含まれております。 

2.「単元未満株式」の中には、当社所有の自己株式359株が含まれております。 

3.当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。 

  

    平成25年３月31日現在 

 
  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式  4,248,000

―
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 104,836,000 104,836 同上

単元未満株式 普通株式   198,837 ― 同上

発行済株式総数 109,282,837 ― ―

総株主の議決権 ― 104,836 ―

② 【自己株式等】

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社 極洋
東京都港区赤坂 
三丁目３番５号

4,248,000 ― 4,248,000 3.88

計 ― 4,248,000 ― 4,248,000 3.88

２ 【役員の状況】
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当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１

日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、井上監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,888 4,042

受取手形及び売掛金 22,579 23,129

たな卸資産 32,307 34,985

その他 3,719 4,690

貸倒引当金 △26 △29

流動資産合計 62,467 66,818

固定資産

有形固定資産 11,281 10,948

無形固定資産

のれん 196 123

その他 378 341

無形固定資産合計 575 464

投資その他の資産

投資有価証券 5,185 6,450

その他 3,745 3,492

貸倒引当金 △11 △3

投資その他の資産合計 8,920 9,939

固定資産合計 20,778 21,352

資産合計 83,245 88,171
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,183 9,243

短期借入金 23,191 27,135

コマーシャル・ペーパー 10,000 10,000

未払法人税等 1,288 308

引当金 722 372

その他 6,960 6,818

流動負債合計 49,345 53,878

固定負債

長期借入金 8,153 7,957

退職給付引当金 5,832 5,959

その他の引当金 98 66

資産除去債務 51 51

その他 1,081 935

固定負債合計 15,216 14,969

負債合計 64,562 68,848

純資産の部

株主資本

資本金 5,664 5,664

資本剰余金 749 749

利益剰余金 12,846 13,198

自己株式 △747 △747

株主資本合計 18,512 18,864

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △113 △94

繰延ヘッジ損益 142 163

為替換算調整勘定 △104 66

その他の包括利益累計額合計 △75 136

少数株主持分 245 321

純資産合計 18,683 19,322

負債純資産合計 83,245 88,171
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

売上高 43,191 44,858

売上原価 38,275 39,245

売上総利益 4,915 5,612

販売費及び一般管理費 4,446 4,606

営業利益 469 1,006

営業外収益

受取利息 24 15

受取配当金 74 62

補助金収入 60 44

為替差益 93 25

その他 61 46

営業外収益合計 313 194

営業外費用

支払利息 97 86

その他 7 9

営業外費用合計 104 95

経常利益 677 1,104

特別利益

固定資産処分益 7 0

企業結合における交換利益 － 197

投資有価証券売却益 － 12

国庫補助金 30 －

特別利益合計 38 210

特別損失

固定資産処分損 0 0

その他 3 －

特別損失合計 4 0

税金等調整前四半期純利益 712 1,315

法人税、住民税及び事業税 190 389

法人税等調整額 150 78

法人税等合計 340 467

少数株主損益調整前四半期純利益 371 847

少数株主利益又は少数株主損失（△） 36 △30

四半期純利益 335 877
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

少数株主利益又は少数株主損失（△） 36 △30

少数株主損益調整前四半期純利益 371 847

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △207 19

繰延ヘッジ損益 △34 21

為替換算調整勘定 162 313

その他の包括利益合計 △79 353

四半期包括利益 292 1,200

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 175 1,088

少数株主に係る四半期包括利益 117 111
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偶発債務 

 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、次のとおり債務保証を行っております。 

  

 
  

 該当する事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。 

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含

む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。 

  

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日)

THE UNION FROZEN 
  PRODUCTS CO.,LTD.

1,000百万円
THE UNION FROZEN 
  PRODUCTS CO.,LTD.

1,000百万円

計 1,000百万円 計 1,000百万円

(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 412百万円 368百万円

のれんの償却額 21 〃 6  〃
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前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日) 

１．配当金支払額 

  

 
  

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日) 

１．配当金支払額 

  

 
  

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

(株主資本等関係)

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日 
定時株主総会

普通株式 525 ５ 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日 
定時株主総会

普通株式 525 ５ 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金
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Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注)  １．セグメント利益又は損失の調整額41百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用91百万円が

含まれております。全社費用は、主に親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当する事項はありません。 

  

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注)  １．セグメント利益又は損失の調整額150百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用163百万円

が含まれております。全社費用は、主に親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当する事項はありません。 

  

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

(単位：百万円)

水産商事 冷凍食品 常温食品
物流

サービス
鰹・鮪 その他 合計

調整額 
(注１)

四半期連結
損益及び 
包括利益計
算書計上額
(注２)

売上高

  外部顧客への売上高 19,634 11,616 3,895 1,019 7,007 17 43,191 ─ 43,191

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

3,621 655 46 249 793 218 5,584 △5,584 ─

計 23,256 12,271 3,942 1,269 7,800 235 48,775 △5,584 43,191

セグメント利益又は 
損失(△)

221 18 27 △140 357 25 510 △41 469

(単位：百万円)

水産商事 冷凍食品 常温食品
物流

サービス
鰹・鮪 その他 合計

調整額 
(注１)

四半期連結
損益及び 
包括利益計
算書計上額
(注２)

売上高

  外部顧客への売上高 20,223 12,270 4,434 692 7,219 18 44,858 ─ 44,858

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

3,992 823 36 244 331 213 5,641 △5,641 ─

計 24,215 13,093 4,471 937 7,550 231 50,499 △5,641 44,858

セグメント利益又は 
損失(△)

844 △138 8 23 382 35 1,156 △150 1,006
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 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

 
（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

当社は、確定給付企業年金法の施行に伴い、厚生年金基金の代行部分について、平成25年７月１日

に厚生労働大臣から将来分支給義務免除の認可を受けております。 

 これにより、過去勤務債務（退職給付債務の減少）が1,267百万円発生する見込であり、当該過去勤

務債務は発生時に一括償却する予定であります。 

  

(１株当たり情報)

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

 １株当たり四半期純利益金額 ３円 19 銭 ８円 35 銭

    (算定上の基礎)

    四半期純利益金額(百万円) 335 877

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 335 877

    普通株式の期中平均株式数(千株) 105,034 105,033

(重要な後発事象)
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   該当する事項はありません。 

  

２ 【その他】
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該当事項はありません。 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
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平成25年８月７日

株式会社極洋 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  

 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社極洋の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成
25年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６
月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益
計算書及び注記について四半期レビューを行った。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 
  
監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社極洋及び連結子会社の平成25年６
月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していな
いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 
  
強調事項 
 重要な後発事象に記載されているとおり、厚生年金基金の代行部分について、平成25年７月１日に厚生労
働大臣から将来分支給義務免除の認可を受けている。 
 当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。 
  
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上 
  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

井上監査法人

代表社員 
業務執行社員

公認会計士    平    松    正    己    印

代表社員 
業務執行社員

公認会計士   林    映   男    印

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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【表紙】

【提出書類】 確認書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成25年８月14日

【会社名】 株式会社 極洋

【英訳名】 KYOKUYO CO.,LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長 多 田 久 樹

【最高財務責任者の役職氏名】        ―

【本店の所在の場所】 東京都港区赤坂三丁目３番５号

【縦覧に供する場所】 株式会社 東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番1号)



当社代表取締役社長多田久樹は、当社の第91期第１四半期(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月

30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしま

した。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】




